
警報 

注意報 

早期注意情報 

（令和８年７月改訂） 

台風・大雨等の注意・警報発令時の対処 

福岡県立青豊高等学校 

 １ 前日の終業時刻前に状況判断をする場合 

  各クラスの終礼において判断した内容を連絡する。 

 ２ 当日の朝に状況判断をする場合 

  ・学校の３９メール、クラスルームに状況を載せるので確認すること。 

  ・状況に変化があった場合には内容を更新するので確認していくこと。 

（１）警戒レベルと学校の判断基準 

レベル 暴風 大雨 河川氾濫 土砂災害 大雪 暴風雪 
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午前５時１５分時点 

・居住地域または京築地区に「警報以上」が発表されている、または通学に利用する

公共交通機関が途絶している場合は自宅待機とする場合がある。 

午前１１時時点 

・警報が注意報に変わり、かつ、公共交通機関が運行を開始した場合は、午後の授業

を行う場合があるので３９メール等を確認すること。 

・「警報が解除されない場合、または公共交通機関が「途絶」したままの場合は「休

校」とすることがある。 

4 

3 

2 

午前５時１５分時点 

・居住地域及び京築地区に「注意報」が出ていても、公共交通機関が運行している場

合は登校する。 

 ただし、無理をせず必ず安全を確保し登校すること。自転車通学生徒も安全を確保

しながら、できるだけ公共交通機関を利用すること。 

1 安全に登校すること。 

（２）情報収集および学校への連絡 

・情報収集のため、テレビ、ラジオのニュースやインターネットで情報を入手すること。 

・３９メール、クラスルーム等を確認すること。 

○連絡体制 

                               ３９メール(電話) 

    学校     副校長・教頭                教職員 

  生徒・保護者   

         ３９メール・クラスルーム 

  

※教職員への連絡は原則３９メールで行う。ただし、３９メールが利用できない場合は電話  
  で行う。 

 ※生徒・保護者への連絡は３９メールまたはクラスルームで行う。ただし、緊急を要する場合 
  等は学年から電話連絡を行う。 
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